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講義ノート

第46回 物性若手夏の学校 (2001年度)

(その2)

(2002年2月13日受理)

1956年以来毎年開催されてきた物性若手夏の学校は､第46回となる今年も群馬県伊香保温

泉に於いて8月7日から9日の三日間開催されました｡ 講師の先生方を含めて全国から250人

近くの若手研究者にご参加をいただき､講義 ･サブゼミやポスターセッションにおいて活発な

研究交流の場を実現することが出来ました｡

今回は21世紀最初の開催となりましたが､その準備の過程は夏の学校ならではの良い伝統

を受け継ぐと同時に､新しい時代にふさわしい要素を持ち込めればと模索した一年でした｡交

通 ･通信手段の発達した今日においては､大学でいろいろな先生方の集中講義を聴いたり簡単

に遠隔地の情報源にアクセスできたりしますが､若手同士が直に会って話し合い､講師の先生

方に身近に接することで､物性科学への理解を深め､互いに情熱をかきたてるということは夏

の学校ならではのものと考えます｡一方､遠隔地にいる者同士がインターネットを通していつ

でも気軽に会話 ･議論が出来るということが､若手研究者のつながりに新たな可能性を生み出

しています｡例えば今年の夏の学校のスタッフは北は北海道から南は九州にまで散らばった大

学 ･研究機関の若手有志でした｡私たちは毎日電子メールで連絡をとりあいながら準備を進め､

当日の無事開催に漕ぎつけました｡夏の学校で出会った研究者同士､地域 ･学校の違いや場合

によっては国境をも越えたつながりが続いていき､ここから新しい研究の芽が生まれてくるこ

ともあります｡少し前には考えられなかった若手研究者同士の強固なネットワークが､今後の

夏の学校や物性科学の発展に底知れない可能性をはらんでいると思われます｡

こうした夏の学校の活動内容を伝え､今後の研究者の参考ともなるべ く､第46回物性若手

夏の学校のテキストを物性研究誌の方に掲載していただけることになりました｡この場を通し

て広く全国の物性関係者のもとに夏の学校の開催内容が伝わり､多くの方々にご覧いただける

ことは大きな喜びです｡またこうした若手研究者の活動が物性科学界への貢献ともなりました

ら､我々準備に携わった者として望外の幸いに存じます｡

夏の学校の準備を進めてきた一年間､多くの方々にお世話になりました.ご多忙のなか講師

をお引き受けくださりテキストもご執筆いただいた先生方､ホームページのインタビューにご

協力いただいた夏の学校OBの先生方､本当にありがとうございました｡またご後援をいただ

いた日本物理学会､応用物理学会､日本化学会､ご協賛をいただいた企業の方々､そしてご援

助をいただいた京都大学基礎物理学研究所､東京大学物性研究所に感謝いたします｡最後にな

りましたが､このテキスト掲載の場を与えてくださった物性研究刊行会の皆様方に深く御礼申

し上げます｡
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